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東海地域の面積歪変化と想定東海地震のアスペリティ（続報）
Change in dilatation obtained by means of GPS and presumption of asperities for the
Tokai Earthquake (2)
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東海地域ではアムールプレートとその下に沈み込んでいるフィリピン海プレートの境界を震源とする東海地震が近い
将来発生すると予測されている。そのため、この地域では地震前兆のシグナルを捉えるための非常に稠密なGPS観測網
が展開されている。

GPSによる観測結果から、2000年秋から 2005年夏にかけて浜名湖周辺のプレート境界でスロースリップが発生して
いることが分かった。このスロースリップは、想定東海地震の震源域（固着域）より深い部分で発生しており、アスペ
リティ周辺の応力状態を変化させることが予想される。
前報（請井ほか、2010）ではGPS観測データから地表における面積ひずみ速度を求め、固着域でも固着の弱いところ

は少しはスロースリップにより滑ると考えて、松村 (2007)のアスペリティモデルからの推定値との比較を行った。その
結果は、ひずみ速度のパターンと良い一致を示した。今回はより信頼性の高いひずみ分布を得るため、解析点数を増や
して速度場と面積ひずみ速度を計算した。
今回解析行った観測点は、前報で使用した 66点に国土地理院 13点 (愛知県・長野県)，大学連合 16点 (静岡県)を加え

た計 95点である。解析期間は 2004年 1月 1日から 2006年 12月 31日までの３年間で、スロースリップ発生中と終了後
の期間を含んでいる。座標値解析には GAMIT10.35を利用し、基準座標系は ITRF2005を用いた。
その結果、面積ひずみ速度はスロースリップの発生期間と終了後の期間で明らかにパターンが変化しており、スロー

スリップ発生中のひずみ速度のパターンは、前報の結果よりも松村 (2007)のアスペリティモデルとより良い一致を示し
た。これは固着域の中で複数のアスペリティの存在を示唆している。
さらに、速度場の結果を用いて、Yabuki and Matsu’ura(1992)の方法でインバージョン計算を行った。この際、スロー

スリップ発生中（スロースリップ＋定常変動）から終了後（定常変動）を差し引いた速度データを用いた。また断層モ
デルとしてはOhta et al.,(2004)を用いた。その結果のすべり分布は固着域内で一様に固着しているという結果を示し、ひ
ずみ速度から求めた結果とは矛盾する結果となった。
　これらの矛盾の原因については、GPS解析結果やインバージョンの方法などを含め、更なる検討が必要である。
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